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山口県建設工事等指名競争入札参加者指名基準
［令和 2 年 3 月 5 日平 31 技術管理第 705 号］

１ 趣旨

  この指名基準は、山口県が発注する建設工事及び建設コンサルタント業務、測量業

務、地質調査業務並びに補償コンサルタント業務（以下「建設工事等」という。）の適

正な執行を確保するための指名競争入札に参加する者の選定に関し、必要な事項を定

めるものとする。

２ 指名業者

  この基準において選定される「指名業者」とは、地方自治法施行令（昭和２２年政

令第１６号）第１６７条の１２第１項の規定により、指名競争入札に参加させるため

に指名する者をいう。

３ 資格審査

(1) 地方自治法施行令第１６７条の１１第２項の規定による資格は、県に対して、建

設工事入札参加資格審査申請書を提出した者につき、入札参加を希望する業種ごと

に、審査し決定する。

(2) 前項の資格審査申請について必要な事項は、知事がこれを定めて告示する。

(3) 建設工事等については、それぞれの工事等の種類に応じて、指名選考に必要な等

級に区分する。

４ 選定基準

(1) 工事の種類ごとに、当該工事の請負対象設計額に応じ、下表の「請負対象設計額」

欄に示す金額に見合う工事等（以下「等級工事」という。）に対応する「等級」欄に

示す等級に区分された業者（各自の等級は通知済。）から選定する。

等級工事区分

   土木一式工事

                         （単位：千円）

等 級 請負対象設計額

Ａ ６０，０００以上

Ｂ ３０，０００以上 ６０，０００未満

Ｃ １０，０００以上 ３０，０００未満

Ｄ １０，０００未満

建築一式工事

                        （単位：千円）

等 級 請負対象設計額

Ａ ６０，０００以上

Ｂ ３０，０００以上 ６０，０００未満

Ｃ １０，０００以上 ３０，０００未満

Ｄ １０，０００未満
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とび・土工・コンクリート工事

                         （単位：千円）

等 級 請負対象設計額

Ａ １５，０００以上

Ｂ ７，０００以上 １５，０００未満

Ｃ ７，０００未満

管工事、電気工事、その他専門工事

                         （単位：千円）

等 級 請負対象設計額

Ａ １２，０００以上

Ｂ ７，０００以上 １２，０００未満

Ｃ ７，０００未満

建設コンサルタント業務、測量業務、地質調査業務及び補償コンサルタント業務

                         （単位：千円）

等 級 請負対象設計額

Ａ ３，０００以上

Ｂ ３，０００未満

(2) (1)による選定のほか、次により選定することができる。

  ア 上位及び下位等級業者からの指名

    上位及び下位等級業者から指名する場合は、当該等級工事の指名業者数の概ね

１／２の範囲内とする。

  イ Ａ等級業者を指名する場合の範囲

   Ａ等級業者をＢ・Ｃ等級工事へ指名する場合の請負対象設計額の範囲は、次の

とおりとする。

                           （単位：千円）

工事区分 請負対象設計額

土木一式工事 ３０，０００以上

建築一式工事 ３０，０００以上

とび・土工・コンクリート工事 １５，０００未満

管、電気、その他専門工事 １２，０００未満

  ウ Ｂ等級業者を指名する場合の範囲

   (ｱ) Ｂ等級業者をＡ等級工事へ指名する場合の請負対象設計額の範囲は、次のと

おりとする。

                            （単位：千円）

工事区分 請負対象設計額

土木一式工事 １００，０００未満

建築一式工事 １００，０００未満

とび・土工・コンクリート工事 ４０，０００未満

管、電気、その他専門工事 ３０，０００未満
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(ｲ) Ｂ等級業者をＣ等級工事へ指名する場合の請負対象設計額の範囲は、次のと

おりとする。

                            （単位：千円）

工事区分 請負対象設計額

土木一式工事 １０，０００以上

建築一式工事 １０，０００以上

とび・土工・コンクリート工事 ７，０００未満

管、電気、その他専門工事 ７，０００未満

  エ Ｃ等級業者を指名する場合の範囲

   (ｱ) Ｃ等級業者をＢ等級工事へ指名する場合の請負対象設計額の範囲は、次のと

おりとする。

                            （単位：千円）

工事区分 請負対象設計額

土木一式工事 ６０，０００未満

建築一式工事 ６０，０００未満

とび・土工・コンクリート工事 １５，０００未満

管、電気、その他専門工事 １２，０００未満

   (ｲ) Ｃ等級業者をＤ等級工事へ指名する場合の請負対象設計額の範囲は、次のと

おりとする。

                            （単位：千円）

工事区分 請負対象設計額

土木一式工事 １０，０００未満

建築一式工事 １０，０００未満

オ Ｄ等級業者を指名する場合の範囲

Ｄ等級業者をＣ等級工事へ指名する場合の請負対象設計額の範囲は、次のとお

りとする。

                            （単位：千円）

工事区分 請負対象設計額

土木一式工事 ３０，０００未満

建築一式工事 ３０，０００未満

(3) 建設コンサルタント業務、測量業務、地質調査業務及び補償コンサルタント業務

の指名において、業務の内容及び地域の実情等から、(1)による選定のほか、次によ

り選定することができる。

  ア Ａ等級工事の場合

    Ｂ等級業者から概ね１／２を選定することができる。

  イ Ｂ等級工事の場合

    Ａ等級業者から概ね１／２を選定することができる。
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５ 緊急を要する工事または特殊な工事の指名

(1) 緊急を要する工事の指名

  災害応急復旧工事あるいは緊急を要する工事は、この基準によらないで業者を選

定することができる。

(2) 特殊な工事の指名

   特殊な工事についてはこの基準によらず、それぞれの工事の内容等に適応した業

者を選定することができる。

６ 指名業者数

  選定する指名業者数は、原則１０者から２０者とする。

ただし、地域の実情等により、概ね５者まで減ずることができる。

７ 指名の運用

工事内容、地域の実情あるいは業者の状況等で特別な事由がある場合は、４の(1)に
よる等級工事区分の下位２等級までの範囲において競争入札審査会で選定することが

できる。

なお、指名の運用にあたっては、競争入札審査会で十分協議すること。

   附則

この基準は、平成１３・１４年度建設工事等競争入札参加資格者に係る指名から適

用する。

   附則

この基準は、平成１５・１６年度建設工事等競争入札参加資格者に係る指名から適

用する。

   附則

この基準は、平成１８年４月１日以降の指名から適用する。

   附則

この基準は、平成１９年７月１日以降の指名から適用する。

   附則

この基準は、平成２１年７月２１日以降の指名から適用する。

   附則

この基準は、令和２年４月１日以降の指名から適用する。


